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  研究の背景 

出典：厚生労働省、政策レポート 



先行研究 



 

 

相談件数：毎月１３００～１４００件程度 
 
 

Ａがんセンターの相談支援センター 

http://www.gi-cancer.net/gi/gairai/repo6/index.htmlより引用 



研究の目的・意義 

  
研究目的 
がん相談支援センターに寄せられた「がん相談内容
の記録」をテキストマイニングによって分析し、相談
者のニーズを明らかにすることである。 

 
 
研究の意義 
がん相談者の潜在的なニーズが明らかになることに
よって、がん相談支援センターの在り方の検討に活
用することができる。 



研究方法 



研究方法（１） 

研究対象 
ー平成20年度～平成21年度の1年間に、AがんセンターDB
に蓄積されたがん相談内容の記録、総計9,451レコード 

ー属性には、相談者のカテゴリーのうち「がん患者本人」と
「家族」を選定した。 

 

データの分析 
ー株式会社数理システム「Text Mining Studio Ver.3.2」使用 



研究方法（２） 

形態素解析→辞書の整備→形態素解析の最適化 

①頻出単語の集計 

②述語ムード「要望」・「疑問」別に構文解析 

③構文解析結果2位である「化学療法」+「治療」分析 

④単語間の共起関係による探索型分析 



研究結果と考察 



相談者のカテゴリー別集計 



 
文節単位の形態素解析 
 



 
頻出単語の集計 
 

最頻出単語 
「医師」 
1,746回 



 
「化学療法」 
５８８回 

 
頻出単語の集計 
 



係り受け解析の結果 



化学療法＋「要望・疑問」設定後の 
述語ムード表記 



係り先単語別に原文を参照して 
ニーズ（要望・疑問）を探索 



係り先単語別に原文を参照して 
ニーズ（要望・疑問）を探索 



単語の共起関係による抽出 



単語の共起関係による抽出 



共起関係による「化学療法」＋ 
「要望・疑問」の係り受け解析 



単語の共起関係によるネットワーク図 



共起の原文 



考察（１） 
ツールの選択と分析過程 

 ツールの選択 
  相談者の声から特徴を抽出して探索型分析をするため、相談
者の意図を表す述語に注目して構文解析ができる特徴をも
つ「TMSudio」を選択した。述語ムード「要望」・「疑問」別に抽
出することによって、相談者の意図を意味解釈しやすく有用
であった。 

 
 共起関係による特徴の抽出と探索型分析 
  単語の共起関係から貴重な相談内容を発掘することができた。 
 

  

 

 

 

 



考察（２） 
看護への示唆 

 がんに対する正しい最新情報の提供と意思決定を支援するた
めの情報の整理を支援する必要がある。 
 

 医療者の意見や判断を求める内容についての相談を受け、が
ん患者の生活を支援する必要がある。 
 

 がん患者さんの体験を情報提供・相談対応に生かすために
も、相談者の声をリアルタイムに分析して示していくことが重要
である。 



本研究の課題 

 今回は文法の構造上での自然言語処理なため、この
結果は、一部の相談内容の特徴を抽出したに過ぎず、
相談者のニーズとして、一般化することはできない。 

 

 辞書の精度が低いために、同義語処理の不備や不必
要な単語によって、抽出ルールや出現頻度の上位から
洩れてしまったデータが存在する可能性がある。 

 

 辞書の整備はどの時点で完成とするのか、一連の抽
出ルールの選定に誤りがなかったか判断する指標は、
現在のところ存在しない。よって、これらの点について
の検証は不可能であり、本研究の限界である。 

 

 

 

 

 

 



今後の展望 

 相談記録の課題に関しては、相談に応じる側が
記録をするという業務負担を最小限にしながら、
有効なデータの蓄積と利活用について考慮する
必要がある。 

 たとえば、一般にコールセンターが活用している
自動音声入力システムの応用について検討して
いきたい。また一般化された指標に基づくシソー
ラスの構築によって辞書の精度を高め、継続して
研究を行い、抽出ルールの改善と改良を検討して
いく必要があると考える。 



結論 

• がん相談内容の記録から、テキストマイニングを用
いて、相談者のニーズを明らかにすることができた。 

 

• これらの結果は、一部の相談者の声を再現できてお
り、相談対応のあり方を検討するための一助となる
ことが示唆された。 

 

• 今後も、テキストマイニングの利点を生かして、相談
者のニーズをリアルタイムに把握して相談対応の検
討に生かしていきたい。 

 



 
 
 


